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論文内容の要旨
本論文は，多目的ホールや市民会館，公民館などのような集会施設の平面計画や施設配置計画など
について，利用実態調査その他の方法による建築計画学的研究を行なったもので，序論と 6 章から構
成されている。
序論では，まず集会施設を定義し，本研究の目的，研究方法および関連する既往の研究などについ
て述べている。
第 1 章では，集会施設の全国的な規模分布を経営主体別に調査し，延床面積や定員，室数および面
積配分の特徴を明らかにし，規模別，種類別，経営主体別に性格内容と規模との関係を分析している。
第 2 章では，利用圏域に応じて段階構成される各レベルの集会施設について，そのプランタイプや
オーディトリアムのセクションタイプなどを類型化して分析，評価し，その結果を設計資料として集
約している。
第 3 章では，主として近畿都市圏の集会施設を対象として利用実態を調査し，利用者の属性，利用
目的，曜日変動や季節変動，利用頻度，利用圏，利用上の問題点および立地条件と利用傾向の関係な
どを明らかにしている。
第 4 章では，来館経路，利用水準の評価尺度，利用圏分析の手法，負担人口むよび利用距離などに
関して考察を行ない，さらに市民会館の利用圏分析から，距離以外の要因が利用水準の形成に関与し
ていることを確めて，需要人口率を定義し，それを算定した結果を示している。
第 5 章では，延27回におよぶ大阪府民劇場の調査から，多目的ホールで公演される音楽，演劇，芸
能等に対する需要の詳細を明らかにしている。また，さらに需要量と需要圏の大きさが，公演の種類
円δハU? ?
と開催地に対応して法則的に変化することを見出し，それを利用して需要人口率関数を導くための理
論モデルを構成，そのモデルを用いて集会施設の配置体系を改善，適正化する方法を提案している。
第 6 章では，各章の内容を総括している。
論文の審査結果の要旨
集会施設は地域社会における生活基盤施設のひとつとして重要な社会的役割をになうものである
が，時代の変化と共にその利用要求も多様化し，従来のような施設内容では対応できないことが多く
なっている。このような状況をふまえて本論文は，近隣住区から，市域，県域に至る各レベルの集会
施設の実態を詳細に調査，分析して，規模，プランタイプ，面積配分，機能，運営方法，利用圏，施
設配置などに関する重要な事項を，設計情報として集約すると共に，施設計画の新しい考え方と手法
を論じたものである。
とくに平面計画については，小地域を対象とする場合，十分な多用途性と転用性を備えた空間が要
求されることを具体的に示し，より広域をカバーする施設にあっては，規模の異なる二種類以上のオ
ーディトリアムが必要であり，かつ利用圏に応じてプランタイプが変化することなど，多くの設計上
重要な事項を明らかにしている。また，利用者の属性や需要圏の調査から，公演の種類などによる利
用距離の変化をとらえ，あらたに需要人口率関数という概念を導入して需要発生をモデル化し，それ
を用いて施設配置を適正化する方法を提案している。
以上のように本論文は集会施設の計画に関して，多くの新しい知見を得たものであり，建築計画学
の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-504一
